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Ῥᶘ τΣΪϥ⁯∑ḩἰχФкϽжЭ

Å創造工学部協定校訪問
毎年、協定校訪問という1週間ほどの短期プログラムを実施しています。ここでは、通常
の海外旅行では訪れにくい大学や企業を訪問したり、協定校の学生と交流をしたりと、国
際交流活動を体験できる機会を用意しており、世界に興味を持つ学生を育成しています。

Å国際インターンシップ
香川大学創造工学部は、学部の特色の一つに｢高い倫理観とそれに裏打ちされた対人コ
ミュニケーション力及び異文化コミュニケーション力｣を掲げており、それを実現するた
めの具体策の一つとして､国際インターンシップを実施しています｡海外のインターンシッ
プ協定校と学生の派遣及び受入を行っており、国際的人材の育成に励んでいます。

（※その他、「交換留学」という制度もあります）

香川大学創造工学部は、海外の27の大学と学術国際交流協定を結んでいます。



Ῥᶘ Ẹ  

Å目的：創造工学部の27の海外協定校を、学生の皆さんが
訪れ、協定校の学生との交流を通して、成長の糧として
ほしい。（専門性・英語力の向上など）

Å特色：普通の海外旅行では訪れることのない大学や企業
などを訪問することができる。渡航国によっては、現地
集合・現地解散が許可されるため、コアスケジュール前
後に個人旅行が可能。

Å訪問時期：夏休み中（8月・9月）

※今年度は12月にオンラインでの実施予定



１回目：フランス・スイス １１回目：中国
２回目：韓国 １２回目：フィンランド
３回目：フィンランド １３回目：ネパール（中止）
４回目：ネパール １４回目：ネパール（オンライン）
５回目：ドイツ １５回目：韓国（予定）
６回目：タイ
７回目：スウェーデン

デンマーク
８回目：アメリカ
９回目：台湾
10回目：フランス

άϦϘπχẸ  



Ẹ   ᾓ

2019年の協定校訪問先は、
ТϰржрЖのжАФжрЖᴂ ᴬᶘ ᶘでした！！

実際にフィンランドへ行った先輩に、
話を聞くことができました！！

次のページから、先輩が作った資料
になります！



大学の所在するラップランド州ロヴァニエミは、
人口約6万人の町。北極圏近くの自然豊かな町で、
1年のうち200日、オーロラが現れる。
サンタクロースの出身地でも有名でサンタクロース村がある。

ТϰржрЖ

首都：ヘルシンキ
面積：338,431km²（日本とほぼ同じ）
人口：5,326,000人 （日本の約1/24 ）
言語：英語、フィンランド語、スウェーデン語
国連 世界幸福度ランキング ４年連続１位

ксϮИϵЬ

ヘルシンキ大聖堂

↓ヘルシンキの港の様子

サンタクロース村



жАФжрЖᴂ ᴬᶘ ᶘˢLAMK)

所在地：フィンランド, ロヴァニエミ

３つのキャンパス、6つの学部をもつ。
ツーリズム、ソフトウェア・エンジニアリング、
ハイテク技術、寒冷地活動等の分野に力を入れ
ている学校。

PLAB
ソフトウェアなどの技術を用いて３Dの視覚化
に特化したソフトウェアエンジニアリング研
究所。ラップランド応用科学大学の研究、開
発をサポートし、これらの機能へ教育の統合
を支援することを目標としている。

PLABでVRを体験させてもらっている様子



˙Ẹ   χάάΥΣββϛ˙

ỘϬ ᾓπΦθ˂
数学の微積の授業に参加させてもら
いました。英語での授業で、聞き取
りには苦戦しましたが、留学したよ
うな気分を味わえました。

ὺ Ϥ
フィンランドの有名な建築家、アル
ヴァ・アールトの建築物がロヴァニエ
ミもいくつかあり、連れていってくだ
さいました。

LAMK χᶘ ρχῖ
交流パーティーを開き、日本の手巻き
ずしやお好み焼きを食べてもらったり、
書道や折り紙をみんなで楽しみました。
同世代の学生との交流は会話もはずみ、
とても楽しめました！

研究室訪問などもこのプログラムの強み
であり、また、一緒に行ったメンバーと
仲良くなれたことも協定校訪問で良かっ
たと思えるポイントです！



╥ᴥΰοϕΰΜ
Å百聞は一見にしかず。

日本と違う文化や生活にふれ、 ᵦχῲήϬ μοϕΰΜ。

Å海外に行くことで英語力の必要性を知ってもらいたい。

ֽ῎ϬᶚΰΨᶘϐΦμΤΪをつくってほしい。

Å学生同士の交流を通じて、海外の友達をつくってほしい。
これからの学業を頑張る上での、▼ὣϬ ΪοϕΰΜ。

Åこれから大学で学ぶῬᶘχ ꜡ψʺ ᵦẶ χϜχ。

工学が海外でどのように活かされているのかを、直接見て、

その役割や重要性を実感してほしい。



Å⁯∑ϱрЌ˔рЄАФρψᴡˁ

ᵤᵰχḼỘϞᾆẕṐḩʾ ᶘπχם σᾆ 。

ÅΜνΤϣ╥ᴥπΦϘβΤˁ

Ῥᶘ ͏ʾ͐ ʺῬᶘ ͏ʾ͐ ⱳʺ

ϜΰΨψ ● ṍʾῇṍᴿ

ψʺ ● ṍ͍ πχ╥ᴥ

ÅṍḧψςχΨϣΜˁ

͎˙͒тὮˢ ỡ͐уὮ ˣ
Åςάχ⁯πΰοΜϘβΤˁ

ТжрІʾЖϱБʾТϰржрЖʾІϳϴ˔Дрσς

⁯∑ϱрЌ˔рЄАФ



⁯∑ϱрЌ˔рЄАФπᴡϬβϥχˁ

●大学で学んだ専門分野をいかして、研修する

●「学ぶ」というより、｢研究する・協働する」に近い

学生派遣・受入実績

平成12（2000）年度開始で、今年で21年目

平成30（2018）年度は派遣7名・受入14名

令和元（2019）年度は派遣8名・受入10名

令和2 (2020) 年度は派遣0名・受入1名

令和3 （2021）年度は派遣0名・受入2名（オンライン）



ṛχ Ộᴬ ρΰο ӡ πΦϘβ
ᶘ πψˮᵤᵰῬᶘם ˯χʺ
● ṍᴿ πψˮᵤᵰ ᾆ ˯χ ӡ Υᴦ πβʻ

単位認定条件（以下の要件をすべて満たすこと）
１）⁯∑ϱрЌ˔рЄАФ ᾏ ᵓ及び ᵓへ参加していること。
２）実習の実働時間が規定する期間、少なくとも͐ ḧӟ であること。
３）インターンシップ先から、⁯∑ϱрЌ˔рЄАФ ᴣ が提出されていること。
４） ⁮ ᵵ と ⁮ を帰国後２週間以内に提出していること。
５）⁯∑ϱрЌ˔рЄАФ ⁮ᵓで報告を行っていること。

研修期間が͐ ḧӟ ͔ ḧ χ ›ψ͐ ӡ
（海外工学実務Ⅰまたは海外特別研修Ⅰ）、
͔ ḧӟ χ ›ψ͒ ӡ（海外工学実務Ⅰ・Ⅱ
または海外特別研修Ⅰ・Ⅱ）が付与されます！



次は、
国際インターンシップに行った先輩に、
貴重な体験談を語ってもらいましょう！

行った先は、アルビ鉱山大学の研究室です！



⁯∑ϱрЌ˔рЄАФτνΜο

Albi

フランス南部
オクシタニー地方

üϯиР…╦ ᶘ

ü⁯∑ϱрЌ˔рЄАФχ

研究活動を行い最先端の技術を体験し知識を深めるだけでなく、国際交流を通して視野を広げる。

・移動手段はバス（日曜日は運休）・洗濯時間は2hかかる

・日曜日はスーパーや店は休み

・学校のトイレ・寮は男女共用

日本との違い

・朝昼のティータイム

寮 研磨機

・ビール1杯程度であれば車の運転可能



1 χЌϱЭІϾЅв˔и

23：30

7：45

9：00

身支度

仕事

仕事

お
ひ
る

自由時間 就寝

12：0013：00

17：30

食堂でのランチ
（メイン+ サイドメニュー 3.34€）

1/11 7:50

・シャワー
・洗濯（2h）
・晩御飯
・TV
・Bar…など

フランスの夜明けは遅かった

自炊

Bar

クレープ
パーティ

Tea Time



ТжрІχẈ

ü週に1回バスでルクレ（スーパー）に行って買い物 （日曜日は休み）

ЩиЖ˔

葡萄酒の町
美食の街

зер

フランスのスーパーは
すべてBIGサイズ

ü休日を使って様々な観光地へ

アルビの中心地で祭り

紙吹雪が
痛かった



ḇ

・専門用語を使った英語での進捗報告

・国際インターンシップで学んだ研究の知識や経験を、今後の研究活動や生活
に活かしていきたい

・フランスではストライキやデモなど、日本ではあまり見られないこ
とも起きた

・異国の文化に直に触れることで、日本では得られない貴重な経験ができた

・日常生活では英語が伝わらないこともあった

ᴂ“ ᾝ

・急激に広まったコロナウイルス

得たこと

Ϙρϛ



Å̓́ ᶘ ᶘˢ ʿ ᶘ ˣ
ṍ῎ᶘᾆ ФкϽжЭϞІЌДϰʾБϯ˔

ᾏ ʿТжрІʾЖϱБʾϸЗЍʾϷ˔ІЕжзϯʾḫ⁯ʾ ⁯ϕΤ

ÅῖḊ ᶘ
ᵃẠτḫ⁯χẸ  ʾМрНАЕ ᶘϒ1 ḧ ᶘΰθϾ˔І

Åֽ ᵓ ϼжІˢ ʿ Ῥᶘ ʾῬᶘᾆẕᴬˣ
„◖ψֽ῎ί χКϱГϰУІС˔ϸ˔

╥ᴥ ʿ1,000דˢ ṍʾᴨṍʾῇṍʾ ṍχ ͐ᵕם☼ˣ

ÅEnglish Cafĉˢ Ῥᶘ ˣ

ÅGlobal Cafĉ  ˢ ᶘϷз˔УІϼϵϯ ˣ



ῖḊ ᶘ ᾓ
ハンバット大学へ1年間行ってきました！

お話、聞かせてください！！
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ἶ ǵ֘ ǯ ԍ(ȷȤȧɱ) ȿȥȶɣῬ ᶮ˲ǵ֘ Ǔ
ɍɫȤȡɱɏɶɄȡɶ ǲ̸ǪǭǖȓȅǞǦ





ϭπΨιήϤʺΚϤΥρΞέίΜϘΰθ˂

いかがでしたか？
少しでも海外に興味を持っていただけたでしょうか？？


